
【認知症サポート医】
かかりつけ医の認知症診断等
に関する相談・アドバイザー

役

　　　　【ものわすれ外来】
認知症の早期診断・対応、関
係機関との連携、かかりつけ
医の支援

地域のかかりつけ医のうち、
認知症治療に関する知識・技
術を習得するための研修を受
講した医師

地域のかかりつけ医（主治
医）

認知症に対応できる
医療機関の増加

北九州市における認知症医療体制の役割（イメージ図）
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「認知症サポーター養成講座」

１ 事業概要

認知症になっても、本人や家族が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指

し、認知症を理解して、認知症の人やその家族を地域で温かく見守り、支える「認知症サ

ポーター」の養成に取り組むために、平成 18 年 12 月より事業を開始した。 

２ 実施状況

年 度 18～21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 合計 

キャラバン・メイト  182 22 30 30 36 300

認知症サポーター  19,399 6,919 4,871 6,627 5,882 43,698

 住民 11,755 3,999 2,793 4,462  3,414 26,423

企業 2,415 1,394 649 565 999 6,022

学校 596 1,392 1,234 758 691 4,671

市職員 4,633 134 195 842 778 6,582

合 計 19,581 6,941 4,901 6,657 5,918 43,998

※ 認知症サポーターメール登録件数：１，１４０名 

３ 課題 

・ 養成講座受講者数を増加させるために、学校や企業に対しても、積極的に働きかけて

いく必要がある。 

・ 「認知症サポーター」を地域における支援者と位置付け、徘徊高齢者等の探索への協

力など、その活用方法について検討が必要。 
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「認知症カフェ」のあり方について

１ 要素  

・認知症の人とその家族が安心して過ごすことができる。 

・認知症の人が、病気であることを意識せずにすごせる。 

・認知症の人にとって、自分の役割がある。 

・認知症の人と家族が社会とつながることができる。 

 ・認知症の人と家族にとって、自分の弱みを知ってもらえていて、 

かつそれを受け入れてもらえる。  

  ・どんな人でも自分のペースに合わせて参加できる。 

 ・「人」がつながることを可能にするしくみがある。    

２ 特徴 

 ・認知症の人が一利用者として利用できる場 

 ・認知症の人とその家族がいつでも気軽に相談できる場 

  ・一般住民が認知症の人やその家族と出会う場 

・地域住民にとって「自分が認知症になった時」に安心して利用できる場を知り、 

相互扶助の輪を形成できる場 

  ・一般の地域住民が認知症のことや認知症ケアについて知る場   
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